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水 田裏 作物 の省 力 多収栽 培法 に関 す る研 究

第 1報 水田裏作実取オオムギの播種法について
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1 は し が き

米の生産過策に伴 って,再 び麦作振興が叫ばれてき

た。麦作振興対策のなかで,特に力点がおかれている

のは水田裏作麦の作付拡大にあると考えられる。

日本における水田裏作実取オオムギ裁培について過

去の実績 をみれば,山形県がはぼ作付の北限 とされて

きたが, それだけに山形県における表裏作 を一体 とし

た実取ォォムギの安定生産条件には厳 しいものがあった。

しか し,県内における過去の「 水田表裏作連鎖競技

会」の成績では,昭和26年 に裏作 オォムギの収量が,0

アール当 り,,oフ 9り ,そ の表作水稲が ア17た,,表裏作合

計でlo 7-ル 当り1796″ の最高収量が記録されている。

その多収要因 を考 えた場合,そ の一つ として適期播種

(適期作付 )が極 めて重要な要因 とな っている。

秋の変動 しやすい気象条件下において,水 稲収穫と

麦の適期播種作業 を円滑に進めるためには,作業の能

率化は必須要素であり年 による気象変動,ほ場条件の

差異についても対応策 を講する必要がある。

(標準 )耕起全面浅耕播
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特に,土壌水分が高い場合土壌 を攪拌することは,

発芽を著 しく低下させることはすでに周知の事実であ

る。 したがって,それ らの対応策 として不耕起全面浅

耕播について, また,水稲収穫時期が遅延 した場合な

どを想定 しながら,立毛稲間全面播について試験を実

施 した。

その結果,ほぼ実用性が認められるようにな ったの

で, ここにその概要 を報告する。

2試 験 方 法

播種法については,図 1に しめすように耕起全面浅

耕播 (全 面全層播栽培の変形 )を標準 とし,不耕起全

面浅耕播および立毛稲間全面播について 試 験 を行 っ

た。

土壌改良資材および施肥量は, 10ア ール当 り珪カル

120り ,基肥 としての N P205 K20は それぞれ,0り と

とし尿素・重過石・塩加 を使用 した。なお翌春融雪直

後に追Л巴としてN`o″ を硫安で施 した。
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6 試験結果および考察

浅耕播に関する耕起の深度については,

書霧発景 施肥

図 1 播種法別作業体系

す とお り,苗立率は耕深 5m区 が最も勝 り,そ れより

深 くとも浅 くとも劣 る傾向 をしめした。以上の結果に

基づき浅耕播における耕深 を 5“ に設定 した。表 1に しめ
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表 1 耕起 の深さと薔立 との関係 (昭 50橋 )
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注 品種 ユキフリムギ, 播種期10月 1日

播種法別の初期生育 (根雪直前 )は表 2に しめすが

各播種法とも草丈・葉数にはほとんど差 を認め饉いが,

苗立数および苗立歩合には大きな差が認められた。す

なわち不耕起全面浅耕播が最も勝り,つ ぎに耕起全面浅

耕播で,立毛稲間全面播が著 しく劣 った。

その理由 として,不耕起全面浅耕播は耕深が約 5鈍

で種子の深 さも 0～ 5¨ の範囲に止まるため発芽は極

めて良好な結果 をしめす。その点耕起全面浅耕播は,

耕深が約12ぃ のため深層に入 った種子の発芽は低下す

る。立毛稲間全面播については,水稲収穫10日 前に播

種された関係上,水稲収穫時の表の生育は約 12“程度

に伸長 し発芽は良好であったが,水稲のコンパイン収

穫による機械的な踏圧損傷,さ らに排わらの多 く置か

れた部分の腐敗などにより苗立数は著 しく低下 した。

その点水稲収穫時 における麦の生育は,あ る程度小 さ

い方が有利 と考えられるが未解決の問題 として残され

表 2 播種法 と初期生育 との関係 (昭 51播 )

注.品 種,ユ キワリムギ

4摘   要

' 
水田裏作実取オオムギの省力多収裁培法として,

耕起全面浅耕播 (全 面全層播の変形 )を 標準とし,不

耕起全面浅耕播および立毛稲間全面播について検討を

行 った。

2 不耕起全面浅耕播栽培法は,生青収量 とも耕起

全面浅耕藩に比べ勝 るとも劣 らぬ結果 をしめ し,極 め

ている。

また,越 冬後 における播種法,1生 育の特徴は,出 穂・

威熟期については耕起全面浅耕播 と,不耕起全面浅耕

播との間にはほとん ど差が認め られなか ったが,立毛

稲間全面播の場合は 2～ 5日 遅延する (表 3)。 遅延

の理由は越冬後に生育が若返 り分けつも旺盛 となるこ

とに基因する。

一方,そ れぞれの収量性 についてみた場合,収量構

成要素の穂数構成についてみれば,耕起全面浅耕播と

不耕起全面浅耕播については,越 冬前における茎数 ,

すなわち立茎によ って穂数が構成されるのに対 し,立

毛稲間全面播の場合は越冬前の茎数 (立 茎 )と 越冬後

における分けつに依存 し,そ の程度はほぼ等量のウエ

イ トがかかつている。

以上のように穂数構成の内容は異なるが,収量的に

はいずれも大差が認められず,特 に不耕起全面浅耕播

は耕起全面浅耕播に比較 し省力多収裁培法 として実用

性が高いもの と判断 し得る。

したがって,本県における水田裏作実取オオムギの

作付を推進するに当 って,適 期播種 を円滑に進めるた

めには,上記 3つ の播種法をそれぞれの条件に応 して

適用することによ って実取オオムギの安定生産が確保

されるものと考 えられる。

毛稲間 水

て省力的で規模拡大 を図る場合など有効な裁培法 と判

断 される。

3 立毛稲間全面播裁培法については,播種作業,

施IE作業が分散されるため労働が分散 されるほか,水

稲収穫期が遅れる場合などの条件下に適応 される。

以上,播種 と水稲収穫 とのタイ ミングや,パ イ ング

ー収穫時の除草体系など若千未解決の問題は残 るもの

の,極めて簡易な麦作方法 として注 目されよう。
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立 播区の水稲収穫は10月 7日 である。

表 3 播種法 と生育の特徴 (昭 5■播)
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